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裁判を傍聴して N・Ｍ 

      法廷は満席で、子どもを抱っこしたお母さんの姿は特に目立ち、年配の方も若い層も、多様な 

方たちでいっぱいでした。私自身、裁判の傍聴というのは初めてでしたが、緊迫した空気の中、ふたりの弁護士

と裁判長のやりとりを興味深く見させていただきました。 

 今回の裁判の一連を耳にしたのは９月の中頃でした。そもそも 2011 年の夏に小諸の友人から「震災の焼却灰

を小諸で受け入れるという事態になりそうだ。なんとかして止めたいのだけど、協力してもらえませんか」と言

われていたことがふと頭をよぎりました。  

 あのとき何となくタイミングが過ぎてしまい、そしていつのまにかこういう事態になってしまっていて、あの

とき何も動かなかった自分にどこかで負い目を感じたりもしていました。すべての物事はこんな風に気がつかな

いうちに、いつのまにか取り返しのつかない事態になってしまうのだとつくづく感じた今回の裁判。これは佐久

の連絡会のみなさんだけの問題ではなく、原発を抱える国で生まれ育った日本の私たち、そして世界の 

いたるところで直面していく問題だということが根本にある気がします。そのことをいろんな人 

と共有したいです。そして焼却灰について自分の意見をコメントしただけで市民が訴えられるなん 

て、やっぱりおかしい！大きなアクションが起こせなくても、この裁判には、たくさんの人が関心を寄 

せているのですよと、ひとりひとりが足や想いを運んで持ち寄ることが何より大事だな、と感じました。 

 

―――編集後記――― 

11月 10日の第 3回放射能講座では大井万紀人専大準教授が「海の放射能汚染」をテーマに,いかに汚染が偏在し、又濃縮

されるのかを実験の映像を交えて話して下さいました。その際、1954年のビキニ水爆実験による放射能汚染を調査した俊鶻丸

の番組を見せてくれたのですが、当時の様々な科学者達がいかに自主独立の気概をもち、日本、そしてアメリカの権力に立ち向か

ったのかが分かり、日本の現状に情けなさを感じざるを得ませんでした。でも大井さんのような方が救いですね。又、第五福竜丸を

始めとする多くの放射線被曝被害に対する日米政治結着の裏で日本の原発計画が動き出したことにも気づかされました。放射

能講座は続けて行く予定ですからご期待下さい。 F,Y 

 

1969 年の設立以来

消費者の安全意識を

深めることに努めてきた

日本消費者連盟が発

行している「消費者レポ

ート」の最新号（11 月

21 日発行NO.1546） 

で、この裁判について取

り上げてもらいました。 

転載記事 

消費者連盟 

http://nishoren.net 

≪カンパ振込先≫ 

●郵便口座番号 

００５８０－７－８５３５５  

●名称 

放射能を考える会 

http://nishoren.net/

